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１．研究計画の概要
本研究は、人間の適応行動が自己維持的な信
念体系であると同時に誘因構造でもある「制度」
を形成するとする、制度アプローチを心の文化
差の説明に適応することを通して、文化への制
度アプローチの視点から、人間の心と社会の相
互構築関係の解明をめざす。具体的には、(1)
認知・信念システムの文化差に関する研究、(2)
集団行動の適応的基盤に関する研究、(3)社会
行動の制度的基盤に関する研究、(4)制度の形
成と維持に関するコンピュータ・シミュレーション
研究を実施する。

２．研究の進捗状況
研究は計画通り進行している。これまで“文化”
の違いとして理解されてきた認知・信念システム
の集団差ないし社会差が、異なる“制度”（すな
わち，自己維持的信念・誘因結合体）への適応
行動としてより適切に理解できること、すなわち、
人間の本質的社会性が、異なる制度（人々の適
応行動により形成・維持される誘因構造）への適
応を促進するための「文化・心理的道具」として
働いていることを明らかにすることを中心に、以
下の研究成果が得られている。(1)一般的信頼
が社会的知性と関連していることを、実験ゲーム
での行動を実験参加者のビデオ画像から判断
する実験により明らかにした。(2)免責ゲームに
おける不公平提案拒否行動が、これまでの最後
通告ゲーム研究で考えられていたような不公正
回避選好によってではなく、感情を通したコミット
メント戦略として理解できることを、一連の行動
実験及び脳活動撮像実験により明らかにした。
(3)協力行動の背後に人々の表情がシグナルと
して働いていることを、実験参加者の表情の詳
細な分析により明らかにした。(4)社会的公正を

維持するための行動に心の理論が必要であるこ
とを、幼児の経済行動実験を通して明らかにし
た。(5)これまで選好の文化差として理解されて
いた行動を、特定の制度へのデフォルト適応戦
略として理解可能であることを、一連の実験研究
により明らかにした。(6)中国人と日本人の間の
信頼の差を、信頼行動の持つシグナリングの意
味の違いとして理解できる可能性を明らかにし
た。（紙数の制約により、これら以外の成果の紹
介は控える。）これらの研究を含めたこれまでの
実験研究の成果は、計 32 篇の研究論文、70 篇
の学会発表論文として報告されている。また、一
連のワークショップやシンポジュームを開催し、
国内外の研究者との研究交流を進めると同時に、
共同研究体制の確立を進めてきた。

３．現在までの達成度
①当初の計画以上に進展している。

当初の計画に従い順調に研究成果を生み出
している。また、当初の計画に加え、脳撮像研究、
内分泌分析研究、顔面筋分析研究などを実施
するための準備作業が進んでいる。海外におけ
る主要な研究誌に掲載された本研究の成果は、
すでに大きな反響を生み出しつつある。

４．今後の研究の推進方策
当初計画されていた実験ゲームに加え、脳撮像
研究、内分泌分析研究、顔面筋分析研究などを
実施する。
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